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北
麦

の

小

作

制

度

-

特

に
河
北

･
山
東

･
河
南

省

の
分
益

小
作

制
度
-
･～

八

木

芳

之

助

現
在
の
支
郷
は
何
L｣
云
っ
U
も
濃
紫
洞
で
あ
りC
O
;〆
れ
士
道
叩
7(二
八
H
P
q
ET
(T;
り
三
が
濃
紫
に
梓
事
lt｡l
わ
別宅
巧
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
O

而
し
て
土
碓
委
点
食
の
報
せ
に
よ
れ
ば
'

全
農
家
の
う
ち
小
作
農
の
占
め
る
割
合
は

山
五
･八
W
.
白
作
東

小
作
農
は
二
〇
･<
%
'
小
作
乗
衛
兵
は

〇
･
〇
二
%
'
碓
主
乗
小
作
農
は

〇
･
二

%
.
響
三
乗
自
作
乗
小
作
農
は

〇
･四
七
%
に
し

て
'
多
か
れ
少
か
れ
'
土
地
を
借
-
入
れ
て
耕
作
す
る
農
家
は
'
会

読
豪

の
二
王

二

亮

に
の
ぼ
っ
て
ゐ
忽

ま
た
琶
糞
部
中
央
農

柴
茸
胎
所
の

｢
典
情
報
昔
｣
に
よ
れ
ば
､

重
責
豪
の
四
七
%
が
自
作
柴
'

二
四
%

が
白

作

東

小
作

崇

､

二
九
%
が
小
作
県
と
な
っ

eT

て
ゐ
る
か
ら
'
舎

講
義
の
五
三
学
が
'
軍
王
と
の
間
に
何
等
か
の
形
で
小
作
関
係
を

放
-
結

ん
で
ゐ
る
O
か
-
て
支
那
で
は
李
裏
表

の
う
ち
'
｢
濃

情
報
昔
｣
の

五
三
%
よ
り
は
低
い

が
'
土
地
委
員
倉
の
数
字
三
七
〃バ
よ
り
高
い
も
の
が
.
響
王
と
の
問
に
小
作
関
係

I.7

を
取
り
結

い
で
ゐ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡

か

く
の
如
-
支
部
仝
鰻
と
し
て
は
'
垂
農
家
の
う
ち
二
王

%
乃
至
五
三
%

の
も
の
が
'
響
王
と
の
問
に
何
等
か
の
形
で
小
作
関
係

北
支
の
小
作
制
度

第

二
審

六
一
九

第

三
択

六
三

1) 土地要具骨箱.全国土地調査報告銅課 .:民国二十六年一月)三四頁｡
2) 恩情報告.第五啓第一期,民国二十-'L,:年-凡 ,
3) 天野元之助氏,支那農業評碑諭しr･), 二八八頁C.
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北
立
の
小
作
制
度

第
二
審

｣
八
二

〇

第
三
鉱

六
四

を
取
-
結
ん
で
ゐ
る
が
'
併
し
こ
の
数
字
は
'
支
部
の
各
地
域
'
即
ち

北
支
'
中
支
及
び
南

支
で
著
し
く
臭

っ
て
ゐ
る
｡

土
地
委
員
骨
の
報
告
は
十
六
省
百
六
十
三
原
百
七
十
四
貰
飴
声
ノの
調
査
で
あ
る
が
'
之
に
よ
れ
ば
､
仝
農
家
の
三
七

･
l
嘉

が
大

な

-

小

た

-

土

地
を

倍
-
入
叛

畢
1Luiと
小
作
関
係
む
取
-
準

ル
で
曽

心
倍
慧

空
等

あ
る
｡
琴

@
に
こ
の
倍
慧

表
象
の
百
分
比
･Tl～

比
定

り
吋
化
で
十
5
H

[
フ竹r.
山

弔
tiJ
十二

lTt

J.
㍍

P
町
好
LL
十
二
一
′.a
.
:
1JJT
LJ'Jri･L14,/6
.
本
L
LJ:

1

Jr,卜
J
三

山/ク
二
rf;"
A
Al
1
､三

7

甫
表

の

.E3封
で
は
匹
六

%
､.
紺
,ld
.fJ
は
i(
二

%
'

江
西

で
は

聖

ハ%
､湖
南
で
は
四

七

%
.
賢
兼
で
は
七
五
‰
'
鹿
西
で
は

三
六

%

と
な

っ
てゐ
る
｡

｢
真
情
報
せ
｣
rii
l
王

二
者
九
三

ハ
十
願
の
調
査
で
あ
る
が
'
之
に
よ
れ
は
仝
農
家
の
五
三
%
が
大
た

り
小
な
-
土
地
を
借
入
れ

る
借
地
遵
豪
で
あ
る
.

然
る
に
と
の
借
碓
農
家
の
盲
分
比
は
'

北
文
の
河
北
で
は
111二
二
雪

山
東
で
は
二
六
%
'

河
南
で
は
四

一

%
'
山
西
で
は
≡

ハ
竺

駅
西
で
は
四
二
%
に
過
ぎ
な
い
が
､
中

二
聖
文
の
江
蘇
で
は
五
八
%
､
漸
江
で
は
八
〇
%1.
江
西
で
は
七

1
%
'
湖
南
で
は
七
七
%
'
蕨
東
で
は
七
五
%
.
泰
西
で
は
六
六
%
に
透
し
て
ゐ
る
｡

斯
-
の
如
-
北
支
に
於
て
は
中

･
甫
麦
に
較
ら
べ
て
'
借
地
農
家
が
進
に
少
い
が
'
そ
の
反
面
に
於
て
北
支
に
於
て
は
自
作
農
が

連
に
多
い
｡
即
ち
土
地
委
員
合
の
報
告
に
よ
れ
ば
'
全
集
豪
の
う
ち
自
作
農
の
占
め
る
割
合
は
河
北
で
は
七

l
〆て

山
東
で
は
七
五

%
'
河
南
で
は
六
五
%
'
山
西
で
は
八
〇
′%
'
昧
西
で
は
六

1
%
で
あ
る
｡
ま
た

｢真
情
報
告
｣
に
ょ
る
も
'
仝
喪
家
の
う
ち
自
作

墓
の
占
め
る
割
合
は
'
河
北
で
は
六
七
%
'
山
東
で
は
七
四
%
'
河
南
で
は
五
九
竺

山
西
で
は
六
四
%
'
駅
西
で
は
五
八
%
と
な

っ
て
ゐ
る
｡

然
ら
ば
何
故
に
北
麦
に
於
て
は
申

･
甫
支
に
此
し
て
'
小
作
農
が
少
な
く

自
作
農
が
多
い
の
で
あ
ら
う
か
｡
こ
の
鮎
に
つ
き
'



ト

ー
ネ
イ
は
左
の
如
-
説
明
し
て
ゐ
る
O
即
ち

｢
陳
四

･
山
西

･
河
北

･
山
東

･
河
南
各
省
は
'
選
民
の
三
分
の
二
迄
が
自
作
農
で

あ
る
JJ
云
は
れ
る
稚
域
で
雪

Q
が
､
こ
の
誓
空

言

J文
部
豊
美
の
本
楯
讐
な
の
で
あ
る
o
そ
,U
に
は
未
だ
､
近
代
商
il:Ii
や
工
柴
の
影

響
が
及
ん
で
ゐ
な
い
o
賓
本
家
に
と
っ
て
地
刀
あ
る
投
安
物
た
る
に
は
'
そ
の
糖
化空
荷
が
あ
ま
-
LtJ.低
く

1
万
農
民
も
之
れ
以
上

の
土
地
を
貸
借
す
る
だ
け
.bTT
賛
力
を
持
っ
て
ゐ
た
い
の
で
,の

る
三

岡
方
に
於
て
は
土
壌
が
も
つ
と
肥
一伏
で
あ
-
'
碓
っ
て
､
真
実

に

も
飴
刑
が
生
ま
れ
て
ゐ
る
C
粁
鱗
関
係
の
商
業
化
も
'
も
つ
と
進
ん
で
居
り
'
従
っ
て
､
土
地
授
受
に
封
す
る
魅
力
も
大
き
け
れ
ぽ

を

の
力
も
大
き
い
の
で
あ

る

一

･U
い
っ
て
ゐ
る
｡
却
ち
北
支
CJ
は
遵
鴬
以
叶
の
達
謀
が
軍
分
に
獲
注
し
て
ゐ
這
い
か
ら
.
土
地

所

有

者

は
土
地
か･)誹
作
し
て
巣
山.ifを
鮭
皆
す
りで

6!=
叶
に
山喜
楢
を
臓
て
る
速
が
少
な
い
O
且
つ
比
等
の
地
方
は
気
性
の
関
係
上
､
作
物

の

生
育
期

間
に
知
か
-
.
且
つ
降
.E
貴
も
少

J

乍
!
然
か
も
不
ー-E
で
あ
?()か
ら
'
土
地
の
捷
電
力
は

l
億
に
宥
つ
こ
ね
りっ
O
斯

か
る

地
帯

に
於
て
小
面
積
の
土
地
を
他
人
に
貸
付

け

て
小
作
せ
し
め
た
の
で
は
'
準
正
も
小
作
人
も
共
に
其
の
収
入
JmLJ
以
て
し
て

は

生

清
を

営

み
難
-
共
倒
れ
JJ
J誉
O
贋
が
あ
る
か
ら
'
地
主
の
多
-
は
'
白
か
ら
演
芸
を
㌍
貸
し
て
生
清
す
る
に
室
つ
た
の
に
因
る
も
の
で
あ
ら

那
う
｡
併
し
北
互
の
自
作
農

の
う
ち
に
は
'
自
家
努
働
カ
を
以
て
'
白
豪
の
所
有
増
を
経
営
し
'
こ
の
農
菜
経
営
を
以
て
百
家
の
祥
演

を
維
持
し
て
行
く
固
有
の
白
作
農
の
外
に
'
賃
奨
励
や
そ
の
他
の
粂
業
牧
人
を
以
て
し
な
け
れ
ば
'
生
計
を
糖
持
し
得
な
い
零
細
TTnLLLL

作
曲責
'
ま
た
経
営
規
模
が
大
な
る
た
め
雇
傭
労
働
力
に
倭
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
自
営
的
自
作
農
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡

北
文
に
於
て
は
中

･
清
文
に
較
ら
べ
て
小
作
農
数
が
少
い
が
､
併
し
過
グ
忙
評
慣
さ
れ
て
ゐ
る
土
碓
委
員
合
の
報
せ
に
ょ
為
も
'

借
地
巣
豪
の
百
分
比
は
､
河
北

T
六
%
､
山
東

一
五
竺

河
南
二

1
竺

山
西
七
R
.
挟
西
三
二
%
で
あ
-
'
全
林
地
面
靖
の
う
ち

小
作
地
の
占
め
る
割
合
は
'
河
北

1
二
･九
%
'
山
東

l
二
･
六
%
.
河
南
二
七
･
三
%
'
院
.E

l
六
･
K
%
で
あ
る
か
ら
'
北
安
に
於

北
真
の
小
作
制
度

第
二
巻

上
ハ
二

一

第
三
祝

六
五

R.H Tawney,LandandlabourulnChir'a.1932,p･37(浦松,牛場両
氏蒜,支 J叩の虚業 )一ュ二兼,三三盲亘)′,

高棚 岩雄凪 北支那良策管見(崖謙澱 貯研究,第十六懲第三洗)三二頁｡
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北
支
の
小
作
制
度

第

二
審

六
二
二

第
三
就

六
六

て
も
小
作
問
題
を
軽
視
す
る
を
得
な
い
｡
殊
に
北
支
は
中

･
甫
支
に
此
し
て
気
候
に
意
ヰ
克

す
.
小
作
経
営
規
模
も
零
細
で
あ
･Q
.

土
地
生
産
力
も
低
位
で
あ
る
か
ら
'
そ
の
生
宿
も
窮
乏
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
北
支
に
放
て
も
其
の
小
作
剛
度
を
敬
答
す
る
上

か
ら
79
.
そ
の
小
作
慣
行
む
扶
-
調
査
研
究
す
る
必
嬰
が
あ
る
C

衰
郡
の
小
作
制
度
を
研
究
す
る
に
際
し
て
漕
過
す
る
困
雛
は
'
各
省
辻
に
各
梓
に
於
て
さ
へ
も
見
ら
れ
る
小
作
関
係
の
多
様
性
の

た
め
に
､
小
作
剛
度
を
そ
の
多
様
性
に
於
て
且
/憤
的
に
'
然
か
も
鰹
系
的
に
把
捉
す
る
こ
と
の
困
難
で
あ
る
｡
息
ふ
に
支
那
は
稚
壁

上
温
暖
勲
の
三
地
帯
に
宜
へ

各
地
の
自
然
的
供
作
に
差
異
の
あ
る
は
勿
論
の
こ
と
'
農
民
の
生
滞
慣
習
上
の
差
異
も
著
し
-
'
従

っ
て
各
地
の
小
作
制
度
の
上
に
も
甚
だ
し
-
複
軒
を

口重

異
宝

船
起
し
て
ゐ
る
こ
と
は
'
恰
も
各
地
方
の

方

言

と
同
株

で

あ
叫Q

o.

加

之
､
支
那
に
於
て
は

1
省
と
云
っ
て
も
そ
の
地
域
は
大
き
く

経
っ
て
そ
の

1
部
に
見
ら
れ
る
状
態
は
必
す
L

も
之
を
他

に
適
用
し

得
る
と
は
眠
ら
な
い
o
更
に
支
部
に
放
て
は
前
貴
季
王
毒
的
た
る
土
地
申
有
閑
係
が
著
し
-
残
存
し
て
,e
る
た
め
'
そ
れ
に
塞
い
て

各
省

･
各
朋
に
は
そ
れ
′
川
1
多
く
の
僅
続
的
な
る
小
作
形
態
が
存
在
し
て
ゐ
る
o
備
ほ
支
部
既
済
の
現
段
階
は
帝
罪
の
封
蓮
的
生
産

関
係
よ
り
近
代
の
責
本
主
藁
的
生
産
関
係
に
人
ら
ん
と
す
る
追
撃
空
曹
期
に
あ
る
た
め
.
各
地
の
農
村
綻
朽
襲
展
程
度
に
も
著
し
い

懸
隔
が
あ
-
'
従
っ
て
こ
の
事
情
が
'
支
那
の
小
作
制
度
の
上
に
も
反
映
し
て
.
そ
の
地
方
的
性
質
を
著
し
-
濃
厚
た
ら
し
め
て
ゐ

る
｡支

那
農
村
の
小
作
制
度
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
O
こ
の
小
作
制
度
を
分
aHTill,Jす
る
楳
準
と
し
て
l
殻
に
掠
ら
れ
る
も
の
は
'
小
作
期

間
'
小
作
料
の
分
配
方
法
'
約
人
せ
ら
る
べ
き
小
作
料
の
程
筋
こ
れ
で
あ
る
.
売
づ
第

7
に
小
作
期
間
を
分
R
Jの
梗
準
に
と
れ
ば
､

中国経済年鑑 (上)一九三四年,第七牽,私佃削度 (G)-づ乙,6)

磨
牧野
は欝
ト
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小
作
制
は
永
小
作

(永
佃
)'
定
期
小
作
及
び
不
定
期
小
作
の
三
種
に
分
か
れ
る
｡
攻
に
第
二
に
小
作
料
の
分
配
方
法
を
梼
準
と
す
れ

ば
'
小
作
制
は
分
在
小
作

(
分
収
叉
は
分
翌

と
定
額
小
作

(定
私
見
は
包
租
)
と
に
分
か
れ
る
.
更
に
第
三
に
小
作
料
の
種
類
を
棲
準

に
す
れ
ば
'
労
働
地
代
(カ
#
)､
現
物
碓
代

(物
#
).
貨
幣
地
代

(鏡
租
)
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
｡

併
し
上
述
の
土
地
安
貞
骨
の
報
昔
を
み
る
に
'
第
二
及
び
琴

こ
の
分
頬
を
綜
合
し
て
.
支
那
の
小
作
制
を
定
絹
鍔
租
刊

定
額
物

租
制
.
普
通
分
収
刊

佃
工
分
収
御
､
其
の
他
の
五
項
に
分
頬
し
て
居
-
､
ま
た
｢
農
情
報
骨
｣
は
支
那
の
小
作
制
を
錦
租

･
穀
粗

･

分

租
の
三
種
に
分
塀
し
て
ゐ
る
.
而
し
て
現
在
の
支
那
で
は
此
等
の
小
作
形
態
が
各
地
域
で
如
何
な
る
程
度
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
に

関

す
る

一
般
的
見
解
に
よ
れ
ば
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｢
現
在
で
は
定
謀
の
物
税
･U
分
税
JJ
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依
然
と
し
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地
代
の
支
配
的
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で
あ
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若
干
の
地
方
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ほ
れ
て
ゐ
る

に
過
ぎ
た
い
｡

若

干

の
地

方
に

は

寧

ろ
伐
然

と

し

て

力

租

の

残

痕

さ

へ
存

し

て
ゐ

る

｣

と
謂

ほ

れ

て

ゐ

る
｡

北
支
で
は
如
何
な
る
種
頬
の
小
作
冊
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
か
を

不
す
た
め
'
方
の
l
表
を
掲
げ
よ

う

｡

左
表
に
よ
っ
て
明
白
な
る
が
如
く

小
作
期
間
に
ょ
る
分
a
Jに
よ
れ
ば
'
北
支
に
放
て
は
不
定
期
小
作
刑
が
長
も
多
-
普
及
し
て

局
-
'
之
に
つ
ぐ
も
の
は
定
期
小
作
制
に
し
て
.
大
小
作
制
は
黄
も
少
な
い
O
攻
に
小
作
料
の
分
配
方
津
鼓
に
小
作
料
の
種
類
に
よ

る
分
R
'に
よ
れ
ば
'
北
支
五
省
の
平
均
で
は
定
額
物
約
小
作
郡
が
最
も
多
-
'
之
に
つ
ぐ
も
の
は

分
益
小
作
制
に
し
て
'
金
網
小
作

制
が
最
も
少
な
い
｡
併
し
省
に
よ
っ
て
此
の
事
情
は
多
少
臭
っ
て
ゐ
る

り例

へ
ぽ
河
北
省
で
は
金
納
小
作
制
が
最
も
多
-
､
之
に
つ

ぐ
も
の
は
分
爺
小
作
制
に
し
て
､
定
額
物
納
小
作
制
が
最
も
少
な
い
｡
山
東
省
で
は
分
爺
小
作
制
が
最
も
多
く
.
之
に
つ
ぐ
も
の
は

北
重
の
小
作
制
度

第
二
審

六

二

三

第
三
統

六
七

7) 佃｣二分峻別 Jは地主が土地0:)外に芽凝 ,堤具,役吾, 種子及び其の他の農
場設備, 経皆晋本をも供給 し, /ト作人は只7ご′労力のみを提洪するに過ぎT3
い低値の分金小作制である｡

8) 痛和法編,中国農村経済論,二jLf九頂.
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大

鞘
号

定
額
物
納
小
作
制
に
し
て
'
金

網
小
作
制
は
最
も
少
な
い
o
更
に
河
南
省
で
も
分
宗
小
作
鰍
が
最
も
多
-
'
之
に
つ
ぐ
も
の
は
定
節

物
納
制
に
し
て
'
金
納
小
作
制
が
蔵
も
少
な
い
D
か
-
の
如
-
各
省
に
よ
っ
て
多
少
臭
っ
て
ゐ
る
O

と
の
小
論
で
は
'
北
安
､
特
に
河
北

･
山
東

･
河
南
の
三
省
で
相
富
普
及
し
て
ゐ
る
分
茶
小
作
抑
産
を
研
究
の
封
象
と
し
､
そ
の

性
格
鼓
に
経
癖
的
関
係
を
吟
味
し
ょ
う
主
恩
ふ
｡

三

五
で
は
'
今
日
ま
で
に
既
に
覆
表
せ
ら
れ
た
日
本
側
の
香
料

(圭
J:し
て
端
鍍
)
鼓
に
支
那
側
の
茸
料
を
利
用
し
て
､
北
支
'
特
に

*&
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河
,
TJJ
･
山
東

･
河
南
の
三
省

に
放
け

る
分

釜
小
作
制
を
研
究

の
封
象
と
す
る
が
'
先
づ
第

l
に
詣

で
研
究
す
る
三
省
に
於
け

る
分

益

小
作
制

の
所
在

地
'
そ
こ
に
慣
行
せ
ら
れ
る

分
茶小
作
制
の
概
観
'
故
に
之
が
記
載
香
料
を
摘
げ
よ
う
0

第

二

袈

河
北

･
山
東
及
び
河
南
省
の
分
篠
小
作
別
の
概
班

:1:工

1:.

阜

･1,.二

分

を

小

作

刷

の

概

況

一

茸

洋

河
北
省
順
志
願
沙
井
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･
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田
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†ユ
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匝
馬
付

河
水
省
蟹
潤
願
宜
姓

鑓
水
廠
村

河
北
宥
選
任
願
慮
家

寮
村

綱
北
茎

河
願
望

河
北
省
筆
草
餅
舶
圧

村

蒜

焔

糾
甥

川
嘩

芸

小
作
誓

記

し
1

い
ふ
っ
収
詰

l<
J5
半
盲

堤

.'
炎
女
粥
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J
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併
せ
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場

合

に
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乱
苦

み

収
得
LJ
蹄

し

;
然
ら
ざ

る
場
合

は
全
称

小

〔
作
人
の
将
待
に
締
す
r'

(
紳
輔
柑
諸

諸

副
軸
削
m
詣

硝
柳
川
S
胎
脂

踊
場

牛
す
る
も
の
が

｢
扮
益
小
作
の
分
配
割
合
は
恕
賓
は
折
牛
'.
斐
禅
は
土
発
を
提
供
す
る
仰
の
収

l

･

･

･

､

=

る
軍
間
取

答

二相T
和

十
六
年
〓

未

.=
一
J

.r′イ
J

I-JJ'ご=
JIF
JLL
=‖=

1汀1
日に
′L
ド/
T-｡カ

宗経
澱

調
査

報告

(俸
原
質
第

二

lEEL原
村

)

補職
調
査
部
'
昭
和
十
四
年
度
農

家
経
潜

調
査

(
幣
潤
儲
宣
荘
威
光

廠
利
)

木
村
の
小
作
料
は
殆
ど
分
晶
物
的
に
L
T
t
分
配
率
は
小
作
人
二
'
地
圭

一

の
割
合
空
通
例
と
す
O
副
産
物
も
同

一
の
割
合
で
分
配
す
｡
契
約
は
口
頭
で

あ
る
O

｢

..

∴

.
∵

･

.

.

.

.

.

.

｡

･TEi東

地
馬

鹿

調
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告
諾
(
L

月同
者
'
(
下
)

固
有

9)葱に揚げる分益小作の月千在地は･≡E
て調重ごり'Lにことのある地軸のみである｡
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五

第
三
披

六

九
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省
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東
省
雲
居
留
男

F

匝
和
平
鄭
孫
轟
願

山
東
奉
安
鮮
第

7
臣

下
西
隣
郷
押
韻
荘

山
東
省
雌
願
第

一
匝

高
家
様
相

山
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省
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特
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孝
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鐸
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空
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那
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篭

土
地
S
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に
監

賢

の

表
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･
･

.

本
村
で
は
小
作
別
の
う
ち
六
割
迄
は
物
約
分
各
制
で
あ
る
｡
分
益
方
涼
は
笛

該
年
笹
円
の
収
療
物
山
均
等
新
牛

で
J曾
Q
が
､
梨
蜜
の
み
を
祈
年

す
る
も

の
'
整
稗
共
析
牛
す
る
も
の
'
穀
賓
を
折
や
し
萱
樺
は
全
部
地
主
の
収
得
と

す
る
も
の
等
の
別
ゐ
-
D

I
.

I
-

-

-

,

.
1

.-

.

･
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.

I
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･
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木
版
で
は
小
作
農
は
少
な
い
が

｢
袖
怜
子
｣
､こ
い
ふ
1

種
の
幼
稚
な
る
竺
丘

小
作
別
あ
､n
'
地
主
は
土
地
い
外
に
'
碍
子

･
農
具

･
肥
料
等
の
梓
皆
賓
本

の

1
切
を
提
供
し
'小
作
人
は
努
力
の
み
を
提
供
し
て
.薪
種
の
黄
を
真
ふ
D

収
薮
物
の
分
配
は
地
主
七
割
カ
等
八
割
'
小
作
人
二
割
乃
至

二
割
と
す
る
O

軒

囲

解
洩
年
鮭
(止

)
(
一
九
三
四

年
)
'

魔七
葺
租佃

制
度

端
銭
北
支
経

済
調
査
所
第
三

琴

廃
城
願
冷
水

洗
瓜
に
於
け
る

貫
間

際
答

(小
作

･
農
村
金

敬
取

引
J

昭
和
十
六
年
十

一
月
(
未
刊

行
)

柿
抵
調
脊
蔀

'
北
文
農
村

概
況
調

査
報
告
(
こ
'
棄
民
僻
第

一
匹
和

平
郷
孫
家
脚
(
昭
利
十
Fq
年
九
月
)

林
地
調
査
部
､
北
支
農
村
概
況
調

査
報
告
(
二

)'
泰
宝
殿
第

一
匡
下

月
)

蹄
鉄
調
査
部
､
北
支
農
村
概
況
調

査
報
告
(
三
)'
荊
解
第

7
堅
品
家

穏
和
(
昭
和
十
五
年
二
月
)

揃
餓
北
支
事
稀
局
調
香
1部
､

青
島

近
瓢
に
於
け
る
農
村
貿
岱
調
査
私

普
/昭
和
十
四
年
三
月
)

中
国
経
済
年
鑑

(
中
)1
(
民
国
二

十
E
l年
結
締
)/
第
七
毒
租
佃
制
度
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河
南
省
彰
徳
煤
第

二
LEE

講
和
及
び
侯
七
曜
店

河
南
省
槽
協
演

本
村
で
は
骨
註
小
作
が
き
い
.
そ
の
1
は
主
遺
物
を
地
主

･
小
作
人
間
に
折

牛
L
t
刺
すE代
物
は
小
作
人
で㍗
之
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
-
'
他
は
地
主
が
種

子
Fj
.料
を
提
供
し
､
北
･糾.招
ほ
主
謀
■掬
の
-u
li-1つ
ザ
副
産
物
を
も
印
牛
す
る

も
山
で
あ
る
.
イ蒜

H
で
は
雇
t.･=関
係
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官
有
帯
び
る

｢
二
八
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寧
報
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'
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帯
n
H
一
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T 支

農
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概
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及

{
舶
欝
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禦

電

器

謂
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;
I.朴
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鰻

重

碧

外
に
躍

侯
七
里
店

(招

郡
十
五
年
十
月
)

金
陵
大
畢
農
畢
院
､
預
耶
端
磯
田

省
之
租
佃
制
圧
〔民
国
二
十
五
年
)

以
上
掲
げ
た
三
省
各
村
に
於
け
る
今

完
小
作
桝
の
性
格
鼓
に
そ
の
琵
解
的
諸
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
ょ
う
｡
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し
て
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繊
細
よ
り
幣
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(
骨
.詣
小
J
H
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乃
方

'rTJ三
.CJ
O
州
立

が
L
i-
あ
る
本
地
万
で
は
鞘
綿
だ
主

刑
諦

だか
ら

､
凶

年

に

あ
へ
ぼ
全
部

雀

(
て
読
l
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ヰ
亮

同

村

の
他

の
小

作

人
は

｢
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は

ど
ん
な

時

に

鵜

滞
京
多

く

環
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が
少

-
た

る
か
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の

質
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対
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年
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の
翌
年
に
瀞
恒

が

多
-
な
る
O
選
手
時
は
碍
声

一
と
答

へ
て
ゐ
る
O

ま

た

河

北
省
等
河
願
胡
匡
付

l
背
の

小
作
卿
は

殆
ど
峯
部
分
鑑

小
作
制
で
あ
る
が
'
こ
れ
は

｢産

地
帯
は
年

々
の
水
音
に
依
-
漠
発
禁

皆
が
危
険
率
多
き
関
係
上
｣
定
節
小
作
制
を
採
用
し
碍
た
い

作
制

(金
納
又
は
物
納
)
を
菅
滝
し
難
い
地
方
に
多
-
慣
行
さ
れ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
而
し
て
河
北

･
山
東
に
於
て
は
小
作
期
間

が
短
か
-
､

1
年
ま
た
は
二
t

l二
年
の
も
の
も
雪

O
か
ら
'
収
穫

の
望
凶
如
何
に
よ
っ
て
鍔
柄
か
ら
分
爺
小
作

へ
'
或
は
分
爺
小
作

よ
3i
鐘
約

へ
と
移
る
も
の
も
あ
-
.
ヰ
是

不
定
期
小
作
で
は
小
作
関
係
は
哨
放
し
な
が
ら
'
分

益

を

金
納
制
に
'
金
納
を
分
茶
利
に

準

へ
る
も
の
も
あ
ら
う
｡

前視,順養願拙井村 に於ける腎問昨答,小作 (四)(A第二班)二三九頁O
同井,小作 (大の三)lJll二九東 っ
前払 巽火地区内二十万韻村農村:Ll和=朋 査=投債書 く下),九大頁｡

此
支
の
小
作
制
度

第
二
審

六
二

七

第
三
筋

七

l



･iJ
･.T
支
の
小
作
制
度

第
二
審

六
二
八

第

三
班

七
二

然
ら
ば

l
慧

冊
に
分
釜
小
作
が
多
-
慣
行
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
'
そ
れ
は
如
何
聾

@
耕
地

に
専
ら
行
は
れ
る
か
ゞ
問
題
と
な
る
｡

こ
の
鮎
に
開
L
t

河
北
省
鶴
城
斯
寺
北
柴
村
に
於
け
る
質
問
臆
答
で
は
.
｢
ど
ん
な
と
き
定
租

(死
種
)'

ど
ん

な
と

き

分
租
に
す
る

か
｣
と
の
間
に
封
し
'
小
作
人
は

｢
井
戸
の
あ
こ
な
土
地
の
と
き
は
定
粗
.
井
戸
の
た
い
土
地

(白
地
)
の

と

き
は

折
半

す
｣
と

答
へ
て

ゐ
る
.
ま
た
同
村
の
他
の
小
作
人
は

｢
蛸
#
(
分
最

小
作
地
)
は
ど
う
い
ふ
場
合
竺

三
台
か
｣
⊥
｣
の
質

問

に
)

対
し

て

.
｢
見

地
レ

ノで
の
他
宗

JS.土

地
｣
の
場

合

に
す

る
LJ
fLT
t
て
お

り
7

0
控
に
｢
小
作
人
｣

し
て
的

右
㍍
小
技

LL
任

ハi拭
軒
的
叩
f一作
:
.ど
.-
,ilk:rrt
J
h
か
｣
と

=

の
問

に封
L

t

｢
土

地

が
よ

け

れ
ば

包

板

が
l
b
い
､

悪
け
れ
ぼ
指
揮
が
よ
S
HJ
と
答

へ
て
ゐ
る
.

然
ら
ば
｢

何
故
土
地
が
悪
い
と
梢

桂

が
多
い
か
｣
と

の
質
問
に

封
し
て
は
'
｢
そ
れ
は
毎
年
の
収
棋
少
-
'

包
程
の
棟
に
走
っ
た
糧
食
を
得
ず
'

小
作
料
を
約
め
る
こ

･L
が

出
釆
ぬ
か
ら

で
あ
る
]

と
答
へ
て

ゐ
る
｡
斯
-
の
如
-
分
爺
小
作
は
癖
粧
井
戸
の
な
い
土
聖

そ
の
他
収
柾
の
安
定
し
な
い
劣

等
地

に
多
-
行
は
れ
る
も
の

と
岩

へ
ら

れ
る
O

更
に
河
北

･
山
東

･
河
南
の
各
省
に
か
て
分
纂
小
作
制
が
此
鮫
的
多
-
行
は
れ
る
の
は
'
此
等
の
二
毎

に
か
て
は
比
較
的
大
規
模

た
る
日
常
的
自
作
盤

(地
主
無
iE
作
炭
)
の
多
い
こ
と
1
も
閲
聯
し
て
ぬ
る
o
即
ち
窪

寺
日

営
農
什
碁

爺
小
作
人
を
指
導
す
る
だ
け
の

智
誠
と
経
験
と
と
有
し
､
ま
た
自
家
の
農
業
経
営
上
塗
梓
等
の
如
き
馴
鹿
物
を
も
収
得
す
る
必
罫
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
河
北
省
契

城
願
寺
北
柴
村
の

一
地
主
が
従
卒
の
分
恭
小
作
を
包
租

(定
群
小
作
)
に
簸
更
し
た
nlHl;J由
と
し
て
'
｢
JTL11軒
に
挺
吏

し

た
の
は
､
家
人
が

少
な
-
た
L1
.
指
醍

(空
血
小
作
)
の
例
に
依
る
収
桜
時
涯
人
の
出
不
定
-
た
っ
た
賃
､
句
露
と
し
て
租
千
(

小
作
生

計
)持
参
せ
し
む

刀

る
こ
と
I
y
し
た
｣
の
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
が
'
そ
の
反
面
に
於
て
分
糸
小
作
が
行
は
れ
る
前
柱
と
し
て
は
p
自
作
を
乗

船
る
地
主

の
存
在
す
る
JJ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
0
倍
ほ
同
村
で
は

｢
碓
主
と
小
作
人
の
互
の
感
情
が
よ
く
封
車

の
試
賢
た
こ
と
を
信

iJて
ゐ
る

ヲ11_東 ｡
描, 哲城小作 (昭和十六年十 一月 )二二頁D
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15) 同



■暮
t
1
一1一t

時
は
絹
地
で
'
そ

う

でな
い
時
に
包
地
に
す
る

｣

と
述
べ

ら
れ
て

ゐ
る

が
､

哨
種
た
る
分

蒜
小
作
の
行
は
れ
る
た
め
に
は
､
撃

壬
が

小
作
人
⊥
l同
相
に
住

み'
串
左
自

作
を

乗
れ
'
小
作
人
と
親
稗
た
る
関

係

に
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
.
ま
た
河
北
省
撫
笠
願

耶

各

庄
､
王
各
宜
に
行
は
れ
る
済
苛

山
東
省
恩
牌
に
行
は
れ
る

｢
招
伶
千

一'

河
南
省
彰
徳
僻
第

一
雷
宋
村
及
び
侍
七
旦
店
に
行
は
れ

る

‥±

八
分
租
｣
(撃

二
試
奉
照
)

の
如
き
'

壌
楠
関
係
的
性
質
を
帯
び
る
幼
稚
な
る
分
各
小
作
冊
の
存
在
も
'
大
規
模
な
る
自
営
鼻

の
存
在
JJ碑
掠
な
る
納
得
が
あ
る
｡
即
ち
之
は
彼
等
日
管
農
が
日
豪
の
耗
皆
の
た
め
農
光
背
御
者
を
確
保
し
て
置
-

一
方
法
で
あ
る

と
も
解
せ
ら
れ
る
｡

(

〓

)

尊
王

小
作
人
間
に
於
け
る
収
穫
物
の
分
配
比
撃

と
分
配
万
溝

(p
J最
小
作
捌
.LJ.
於
て
は
小
作
地
へ完
仙
堂

紋
と
乎
1Trlf
･
小

作
･

･J
T･7

:
∵
二
=.:
L
.
･..:

.･･
へp:
■･..J
二
['=･｣
'

∴
霊

代
.
.
∴

Jr
.,
.

.
.
･

.,

∴
t
･ト
.
∴

∵

.;

.,
.
㍉

1
..
=

部
文
は
全

部
を
捉
出
す
る
か
苛
か
の
事
情
に
よ
っ
て
も
臭
っ
て
ゐ
る
O
ま

た

収

穫

物
の

分
配

方

津
に
関
し
て
は
'
小
作
人
に
於
て

刈

戟
-
調
製
の
上
穀
物
と
し
て
納
付
す
る
場
合
と
'
立
毛
の
億
で
分
配
す
る
場
合
と
が
あ
る
o
更
に
主
産
物
の
外
に
､
藁

･
碍

1
帯
この

如
き
副
産
物
を
も
分

配
す
る
場
合
が
あ
る
.

河
北
省
順
詰
侶
沙
井
村
で
行
は
れ
る
卦
㌫
小
作
脚
に
於
て
は
.
地
主
と
小
作
人
と
の
間
に
収
稚
物
を
祈
年
す
る
場
合
が
多
い
が
､

こ
の
分
配
方
法
に
は
脱
致
し
て
裁
物
と
し
て
分
配
す
る
も
の
と
､
立
毛
の
ま
ゝ
畑
の
塑

(う
ね
)
で
分
配
す
る
も
の
と
の
別
が
あ
る
O

｢順
義
で
は
打
殺
し
て
か
ら
分
け
る
の
が
多
い
か
畑
で
聾
を
敦

へ
て
分
け
る
の
が
多
い
か
｣
と
の
質
問
に
封
し
て
は
'
｢
燃
料
が
欲
し

161 同書,末一貫,

17) 耕地-1と文辞 府 詞 讃塀 第三牡 , 河北省 を三軌 El/:清 光柴机 小作関係事項旦間際
答 (第十一班)四一頁｡

18) 満 城 北支 経 済調 査所第三 取 ,名望姐 酔 糾 ヒ光村 に於.rJる質間腔答 (A第 五厨 )

い
か
ら
讐

分
け
る
方
が
多
い
と
思
ふ
｣
と
答
へ
ら
れ
て
ゐ
る
O
燃
料
の
関
係
上
､
ヰ
最

北
支
で
は
豊

が
自
作
を
乗
ね
て
ゐ
る
場

I

uのl1

倉
が
多
い
関
係
上
'
畑
で
立
毛
の
堂
1
で
解
散
に
rLi
つ
て
分
つ
場
合
も
多
い
と
考

へ
ら
れ
る
O

北
支
の
小
作
制
度

第

二
審

六
二

九

第

三

既

七
三



北
支
の
小
作
制
度

第
二
馨

六
三

〇

第
三
班

七
四

前
者
の
分
配
方
法
'
即
ち
打
穀
し
て
穀
物
と
し
て
分
配
す
る
場
合
に
は
｢

小
作
人

例
で
収

穫
か
ら
道
政
迄
行
ふ
O
小
作
人
側
や
耽

殺
し
て
後
'
祈
年
す
る
｣
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
場
合
.
収
桂

･
陪
穀
が
完
了
L
t
場

(穀
物
を
乾
燥
･
打
袈
す
る
庭
)
に
貯
赦
さ
れ
る
と

き
は
'
地
主
が
出
か
け
て
葬
る
が
.

.k
舵
に
は
小
作
人
は
打
数
充
了
し
て
地
主
の
狩
る
史
で
穀
物
整
備
管
し
て
待
つ
の
で
あ
る
C
即

ち

小
作
人
が
打
賎
し
杜
む
選
り
分
け
る
と
'
其
の
日
の
中
に
必
ず
畢
三
･
小
作
人
の
蟹
方
が
場
で
立
合
つ
花
上
で
析
牛
す
る
の
が
普

の
は
撃
王
･
小
作
人

･
短
工
帯
で
も
｢6
5
8

王
舎
人
は

聖

工
と
小
作
人
の
み
で
'
村
長
と
か
同
族
と
か
､
又
は
紹
介
人
と
か
ゞ
立

合

ふ
こ
と
は
な
い
∩'
｢
右
の
場
ムロ､

撃
三
は
艮
5
替

佐
'

小
作
人
は
悪
い
粒
を
と
る
と
謂
ふ
傾
向
は
た
い
か
｣
と
の
質
問
に
封
し
て
は

｢
な
し
｣
と
の
回
答
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
.
こ
の
場
合
に
於
け
る
小
作
料
の
追
敷
に
つ

い
て
は
'
｢
小
作
人
が
地
主
分
を
先
に
道
搬
し

て
や
-
'
白
身
の
は
複
廻
し
に
す
る
日
韓
に
,l#
訓
は
受
け
な
い
｣
と
答

へ
ら
れ
て
ゐ
ヤO
O
な
ほ
梓

･
藁
等
の
副
産
物
は
全
部
小
作
人

の
収
得
と
な

る
O
殻
の

み
を
分
け
る
坊
合
に

も
'
地
主
は
収
穫
前
に
検
分
に
葬
る
が
'
之
は

｢
収
穫
分
を
決
め
る
薦
め
で
は
な
-
'

∩.-

巾
木
加
減
を
見
る
演

｣

で
あ
る
o

攻
に
後
者
の
分
配
方
嘩

即
ち
立
毛
の
ま
1
髄
室

分
け
る
場
合
に
は
'
収
穫
前
に
地
主
が
佃
を
見
に
罪
て
.
地
主
の
と
る
聾
と
小

作
人
の
と
る
聖
と
む
定
め
る
'

聾
の
法
定
が
終
れ
ば
'

地
主
は
小
作
人
に
何
時
収
穫

す
る
か
を
琵
き
､

収
穫
日
を
決
め
て
締
っ
て

行
く
｡
収
穫
ロ
に
な
る
と
'
地
主
白
身
又
は
短
工
を
髄
つ
て
.
地
主
の
収
得
分
を
刈
り
取
-
.
地
主
の
場

へ
運
搬
し
て
ゆ
-
｡
そ
れ

で
穀
も
藁
も
み
な
等
王
の
蛇
-得
と
た
i:atO
同
村
の
他
の
小
作
人
は

｢
収
鮭
の
日
に
は
何

(地
主
の
空

は
何
を
持
っ
て
禾
た
か
｣
と
の

問
に
封
し
､

t
彼
は
短
二
百

JlRl<
)
室

1人
つ
れ
て
禿
た
｡

更
に
大
草
'
収
穫
農
具
⊥虹
持
っ
て
充
た
｣
井
.答

へ
て
居
-
､｢
収
穫
の
日

I=七頁0
19) 前払 7可北者順英傑沙井村.小作関係事項 質問軽さ芋･〔嘗三Fat:1,五〇頁｡
20) 耐摘,順 鼓麻沙井村 に於 ける党間艦答,小作LA辞二?,i:).FLl三七頁,四三
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∵

何
は
何
を
し
た
か
｣
と
の
問
に
封
し
て
は
'
｢
其
の
日
纏
白
か
ら
当
を
選
ん
で
呉
れ
た
｣
と
答

へ
'
｢
ど
ん
な
に
分
け
た
か
し
と
の
間

に
封
し
て
は
'
｢
聾
の
方
向
に
成
-
年

々

に
分
け
て
奨
れ
た
｡

勿
論
､

良
い
型
は
何
が
と
つ
た
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
O
こ
の
聾
の
分
配

に
つ
い
て
は
､
先
の
小
作
人
は
､
｢
地
主
の
分
率
正
対
し
小
作
人
は
反
対
し
得
な
い
か
｣
と
の
質
問
に
封
し
､
｢
勿
論
'
撃
王
の
謂
ふ

な
り
に
な
る
｡
撃
王
も
そ
う
諾
い
の
ぼ
か
-
呉
れ
な
い
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
C

斯
く
の
如
-
.
順
兼
備
沙
井
村
で
は
'
分
率
小
作
制
の
収
穫
分
配
に
二
つ
の
方
法
が
行
は
れ
で
ゐ
る
が
'
後
者
の
聾
で
分
配
す
る

場
合
は
.
地
主
肖
身
も
ヨ
ノ作
,tJl燕
･;liT
す
る
と
き
に
見
ら
れ
IL3
も
の
で
あ
り
㍉

礎
っ
て
自
家
の
濃
紫
上
必
要
な
る
諾
K
･
梓

･
謹
等
と
も

朝
ギ

け
取
得
す
S
も
L)
('J
あ
ご
Ĉ
U

ノ
)
､･
JT
'
｢
-･
L.J
l
<)

-
出
向

㌘
､蒜

)は
｢

杓

i
1
-｡]
撞

け
｣
P
Lr痩
埋

けJi殺
物
だ
け
ー∵
忙
折
半

河

北
省

禦

城

脱
詩
北

拳
打
で

行
i
ij
iV
.う
′斗
ノ
.1
-i-
L
は

.

誉
スLT

.

し
.
幹
は
分
け
,)な
い
の
が
章

票
｣
あ
る
が
r
聖
三
が
肥
料
を
提
供
す
る
場
合
に
隈

-
'
副
産
物
を
地
､王
に
興

へ
レる
慣
行
が

め

る
.
即

ち
斯
か
る
場
合
に
は
｢
管
ナ
壷

)
･
綿
花
の
み
で
JL6-
二

化
簡

(絹
の
塑
)言
霊
阜
を
も
地
主
に
や
る
｣
.
然
ら
ば
地
主
か
ら

一
献
常
-

ど
の
位
の
糞
を
貰
ふ
か
と
い
ふ
に
､

｢
一
武
稚
'
帯
革
で
二
幸
｣
で
あ
-
'

こ
れ
だ
け
の
肥
料
が
あ
れ
ば
他
に
肥
料
は
い
ら
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
o

山
東
省
琴
項
保
冷
北
港
花
の
分
宗
小
作
制
で
は
'
小
作
人
が
殺
物
を
畑
か
ら
家
に
取
り
入
れ
､
領
か
ら
粒
を
離
し
､
地
主
を
呼
ん

で
奔
て
見
て
も
ら
払
･
き
れ
を
年
分
づ
-
に
rLJf-,t
て
.
望

工
へ
苧
琴
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
て
ゐ
G
o
山
東
省
意
氏
原
第

l
屈
和
平
郷
孫

豪
廟
の
分

品
小
作
剛
で
は
'
凡
て
隷
年
空
TK
の
牧
笹
物

(冬
作
物
共
)
を
祈
年
す
る
が
'
殺
苦
の
み
を
祈
年
す
る
も
の
と
.
窒
稗
に
至

る
ま
で
祈
年
す
る
も
の
と
の
別
が
あ
る
0
本
村
で
は
後
者
が
多
-
r
分
基
小
作
三
十
九
件
の
う
ち
二

1十
八

件
を
占
め
て
ゐ
毎

同

北
立
の
小
作
制
度

第

二
懸

六

三

1

第
三
択

七
五

21) 同署,四三六頁｡ 22) rT---]昔.二rn_qくつ瓦, )̀.3) 同書,四三七項0
2止) 前視,蛸矧操守北業村,小作 川納 ]L,J=,･年 EJj十一月十六日室十二月五 日),

二二頁O前iLlJ,*13'塀 小作 uI朋 Ill-L六年十一月)四三頁O
25) 前掲,山森屋城願冷水濃村,小作 (嶋村十六年自十月二十五日至十一月十



北
立
の
小
作
制
度

第
二
審

六

三

二

第

三

班

七
六

省
奉
安
願
第

一
笹
下
西
隅
郷
襟
荒
誰
に
於
け
る
分
宗
小
作
制
で
は
'凡
て
昔
話
年
庭
内

の
根

性

物
を
祈
年

す
る
が
､
殿
賀

の
み
を
祈
年

す
る
も
の
'
窒
稗
共
に
折
半
す
る
も
の
､殺
菅
を
祈
年

窒
稗
は
全
部
空

士
へ
納
入
す
る
も
の

等

の
別
が
あ
る
｡
本
村
の
分
茶
小
作
E
I

十
二
件
の
う
ち
二
三

杵
英
折
半
の
も
の
二
十
件
.
穀
貰
の
み
折
半
の
も
の
十
七
件
二

耳
㌍
は
全
部
聖

二
へ
提
供
す
る
も
の
五
件
で
あ

r
l
d
･

満

作

小

杉

稗
に
TL

､

h
;

-
1
の

陣

抑

に
か

て

..

畑
或
は
陪
穀
鞍
に
放

て
'ミ

ニ
‥
ハ
<=
人
相
¶
壬

=LiEI
に
･
l

二
六
I,･71-L
Lる
が

せ
に
〟
,J

ぜ

窄
♂

栢
T.uJ
JJu
l-

上

1
′TT
.
ill,-
T
iT,
/
I

-
し

/イ

る

O

t

ゝ

二
つ

/し

､

河
南
省
彰
徳
原
第

一
屈
宋
村
及
び
侯
七
里
店
で
行
は
れ
る
析
年
式
の
分
家
小
作
肘
に
於
て
は
'
筆
述
5
',1rTn
は
土
地
以
外
に
何
等
の

経
営
香
木
を
も
捉
供
せ
す

'
小
作
料
と
し
て
は
収
桂
の
慶
毎
に
主
産
物
の
牛
量
を
小
作
人
か
ら
地
主

へ
Slu
r=-
即

け
る
も
の
で
を

Q
が

併
し
こ
の
外
に
､
雄
三
･
小
作
人
が
肥
料
の
半
量
づ
つ
を
提
供
し
､収
穫
物
は
収
穫
の
藍
毎
に
主
産
物
及
び
副
群
栃
を
均
分
す
る
型
の

粥

も
の
も
あ
る

｡

以
上
に
よ
っ
て
河
北

･
山
東

･
河
南
の
各
地
に
於
け
る
分
益
小
作
制
の
下
に
放
け
る
地
主

･
小
作
人
問
の
放
校
分
配
此
裂
j比
に
そ

の
方
汝
を
概
観
し
た
が
'
｢
許
帯
｣
'

｢
招
怜
子
｣
'

｢
二
八
分
粗
｣
等
の
如
き
幼
稚
な
る
分

爺
小
作
料
を
陳
-
撃
退
の
分

姦

小
作
に
於

J
は
.
牧
桓
物
の
祈
年
せ
ら
れ
る
域
ム
ロ
が
最
も
多
-
'
然
か
も
藁

･
程

･
童
等
の
副
産
物
を
も
祈
年
す
る
坊
合
が
多
い
｡

之
は
北
安

に
於
で
は
燃
料
の
少
き
関
係
上
'
地
主
に
於
て
之
を
必
要
と
す
る
と
と
'
ま
た
北
文
の
響
三
は
自
作
を
免
ぬ
る
堵
ム
ロ
が
多
く

自
家

の
紫
郎
大
紋
皆
上
'

家

畜
の
飼
育
上
此
等
の
副
産
物
を
も
必
要
と
す
る
こ
と
等
の
事
情
に
基
く
も
の
で
あ
る
O
ま
た
分
配
方
法
と
し
て

聾
に
よ
る
分
配
の
行
は
れ
る
こ
と
も
'
北
支
地
主
が
自
作
を
乗
ぬ
る
こ
と
多
き
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

五 日),二二Ir葺｡
26) 前払 北竜農村概況調査執告(-),嘉民願第-･田村115郷諜祷淵 ,一一三一頁0
27) 前掲,北支農村概況調査率足音(二),奉安願第-lBZ･1､西【i,Lja郷湖岸 応 ,一〇六
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分

益
小
作
制
に
於
け
る
収
穫
物
分
配
の
例
外
的
事
例
と
し
て
'
移
程

(杏
(･B
小
作
)
に
し
て

｢
小
作
人
が
地
主
取
得
の
収
穫
物
を
金

｣

...

に
換

へ
て
収
め
る
｣
方
法
が
'
河
北
省
順
議
腐
沙
井
村
と
山
東
省
藻
民
願
弟

l
慣
和
平
郷
辞
表
廟
に
見
ら
れ
る
.
後
者
に
於
で
は
甘

藷
二
流
菜
等
の
如
き
商
品
化
作
物
を
栽
培
す
る
場
合
に
'
極
め
て
稀
で
は
あ
る
が
'
壁

間
後
襲
上
金
を
地
主

･
小
作
人
間
に
折
半
す

る
慣
行
が
認
め
ら
れ
る
｡
加｡u･ち
之
は
甘
譜
及
び
蔓
､芯
が
倍
液
困
難
で
あ
-
'
且
つ
鯛
東
作
物
た
る
関
係
上

地
主

･
小
作
人
立
骨
の

上
'

-1
席
査
収
種
物
計
東

増
し
.
そ
の
膏
上
金
を
折
半
す
る
も
の
で
'
現
物
折
半
よ
-
も
便
宜
だ
か
ら
で
あ
る
｡
前
者
の
順
境
願
の

G

も
の
に
就
い
て
は
､
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
'
同
便
に.商
品
化
作
物
た
る
l,iJ
の
栽
培
地
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
O

(
i]i)

地
主
の
程
営
資
本
提
供
と
小
作
袖
に
劃
す
る
〒
讃

H
.詔

に
vF
判

て

不

..:

.ぺ
し
.リ
ノ

L｣
二
〉

'
ー
二
.三
r
三

(
レ
こ
n
づ
rc
｢
芳
苛

い､
｢
召

怜

T
ご
､
｢

一

▲
-

JJ
h

准

｣
等
Lbt如
き

卜:-T
HTEE
討
侶

計

七
苦
茶
,鞘
丁
)レ/
-モ

t.IJ■′
･/

′･ノ茄
ノ
イ
;.･.ぐ
ユ
ー
`

=

の
他
の
農
場
設
備

を
供
給

し

'

ま
た
時
と
し

て
は
家
寧

kJも
提
供
し

､

小

作
人

は
背

力

の

み

を

耗
嘩

了

だ

も

れ
て

あ

り
.

地
主
は
小

作
人
に
封
し
栽
培
作
物
の
種
類
を
指
定
し
'
そ
の
他
農
岩
壁

1.L7E上
の
指
揮
監
督
に
苦
る
も
の
で
あ
る
O
併
し
北
文
に
於
て
l
殻

に
慣

行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
普
通
の
分
宗
小
作
制
に
放
て
は
'
地
主
が
仮
令
小
作
人
に
経
営
資
本
k
J-根
供
す
る
に
し
て
も
.
そ
れ
は

l
部
分
に

ヽ
ヽ

留
ま
る
で
あ
ら
う
｡
ま
た
地
主
の
小
作
地
に
封
す
る
干
渉
も
よ
り
少
な
い
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
O
茨
で
は
此
の
二
割
に
つ
い
て
吟
味

す
る
で
あ
ら
う
｡

河
北
省
順
義
願
沙
井
村
の
分
益
小
作
制
に
閲
し
'

一
小
作
人
は
地
主
が

｢
憧
千

･
肥
料

･
技
苫
等
は
貸
し
て
其
れ
た
か
L
JJ
の
間

に
対
し
.
｢
な
し
｣
と
答

へ
て
屠
り
'
｢
軍
王
は
作
物
を
指
定
し
Jfは
か
つ
た
か
｣
と
の
闇
に
封
し
て
は
'
｢
比
の
土
地
は
穿

･
三
栄
を
作

っ
て
ゐ
た
こ
と
が
分
つ
て
ゐ
た
か
ら
'
別
に
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
｣
と
答

へ
て
居
-
'
ま
た

｢
肥
料
の
や
rl
方
'
畑
の
手
入
等
に
つ

北
支
の
小
作
制
度

第
二
巻

六

三
三

第
三
班

七
七

朽畏僕七旦IrE,七二頁｡
Elj三 上L艮o

寸ヒ支捜村概〒兄調資報昔,

北二安農村概況調査報告(I--),一二九TlI.
河北割 Fi志願沙井村,小T,て関係寄項質問肢答(第三詐),二〇項.



北
支
の
小
作
制
度

第
二
審

六
三
E
l

第
三
班

七
八

き
指
示
又
は
相
談
さ
れ
な
か
つ
た
か
｣
と
の
質
問
に
封
し
て
は

｢
な
し
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
｡

地
主

は

｢
畑
作
を
視
察
に
時
々

死
な
か

つ
た
か
｣
と
の
問
に
封
し
て
は
､
｢
収
穫
前
岐
'
作
付
状
況
を
見
に
乗
る
だ
け
だ
っ
た
｣
と
答

へ
て
眉
-
'
｢
そ
う
す
る
と
､

こ
の
土

地
に
関
す
る
隈
-
'
何
(地
主
の
空

に
何

1
つ
相
談
せ
ず
'
杜

(
空

完

在
人
-3
名
)
は
自
由
に
耕
作
し
た
琵
か
｣
と
の
質
問
に
封
し

恥

て
は
'
｢
然
-

｣

と
答

へ
て
ゐ
る
｡
同
村
の
分

宗
小
作
･判
の

t
地
主
13
.

｢
農
具
rii
李

(小
作
人
の
空

に
供
し
て
や
っ
た
の
か

｣
,J
の

司
こ
村

L

t
｢
然
-
'

村
の
衆
に
置
い
て
あ
る

殿
具
だ
こ
と
｣
JJ
器

(
て
l居
-

L
即

粁
･i3
身

ホ

一
と

の

即

に

劃

し

て
･-ii

二
七
.･,<
j
A-
I

揺
す
る

の
が
建
蹄

だ
が
'
艮
い
肥
料
か
施

す
と
作
物
も
良
-
な
る
か
ら
少
し
は
出
し
た
O
至
E
i琴

1十
八

新

に
封
L
F
十
五
7

六

畝

∵

分
の
土
糞
は
出
し
ぎ

と
答

へ
て
ゐ
る
｡
併
し
こ
の
土
糞
は
毎
年
出
す
の
か
ど
う
か
は
不
明
て
あ
る
.
佃
性
分
㌫
小
作
地
に
於
け
る

栽
培
作
物
の
種
籾
に
甜
L
t

l
小
作
人
は

｢
作
物
は
地
主
が
意
見
を
出
し
Ji,仁
に
従
っ
た
.
第

l
年
は
高
染

･
蓼
'
第
二
年
は
戴
了

,7

稀
三
年

へ本
年
)
は
某
米
と
変
'
分
け
方
は
分
堂
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
.
か
く
彩
種
の
と
き
は
.
r
地
主
が
作
物
の
快
挙

虹
な
し
.
小
作

引

人
が
之
に
従
ふ
の
が
建
前
だ
が
､
響
王
に
よ
っ
て
は
全
然
小
作
人
に
ま
か
せ
き
-
の
も
の
も
あ
る
｣
0

倍
ほ
ま
た
小
作
地
に
封
す
る

地
主
の
干
渉
に
附
し
p
｢
小
作
人
が
土
地
を
放
任
し
､
使
用
し
な
い
時
は
響
王
は
ど
う
す
る
か
｣
と
の
質
問
に
封
し
て
は
'
｢
夫
れ
は

･5

小
作
人
の
自
由
で
地
主
は
干
渉
し
た
い
O
伸
し
移
程
の
時
は
干
渉
す
る
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
虎
も
あ
れ
ば
'
ま
た

｢
普
通

の
移
程

で
は

作
付
硯
琴

作
り
方

の
指
導
等
に
地
主
が
時

々
廻
る
の
が

通
例
で
は
な
い
か
｣
と
の
質
問
に
封
L
t
｢

黙り
｣

と

答
へ
て
ゐ
る

庭
も

あ
る
｡

以
上
の
質
問
鯨
答
よ
り
判
断
す
る
に
'
情
義
願
沙
井
村
の
分
宗
小
作
脚
で
は
.
地
､H迂

土
地
の
み
を
貸
す
場
合
と
土
地
の
外
に
農

具
や
肥
料
の

一
部
を
も
供
給
す
る
場
合
と
の
別
が
あ
り

ヰ
亮

小
作
地
に
封
す
る
地
主
の
干
洋
に
陪
し
て
は
､
準
王
は
作
付
作
物
の

前掲,順栽際沙井村 に於ける賢間際管.小作 (A節二的 ),二 四〇賀.
同書.二rJ七頁｡ 34) 同数 二-二頁0 35ノ･ 同音,四八九某｡
同書,四二九頁. 37) 同書,二二七頁｡
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穣
類
等
に
つ
い
て
は
小
作
人
に
対
し
何
等
指
定
し
な
い
場
合
と
'
多
少
の
干
渉
を

は
す
場
合
と
が
あ
る
o
此
等
蟹
方
の
場
合
に
於
て

ヽ
ヽ

そ
の
何
れ
が
よ
-
蹟
-
慣
行
さ
れ
て
ゐ
る
か
に
関
し
て
は
'
今
日
の
と
こ
ろ
直
ち
に
之
を
断
定
す
る
賓
料
が
な
い
｡
元
素
'
分
蒜
小

作
制
に
於
て
は
学
芸
の
取
得
す
る
小
作
料
節
は
収
積
商
の
多
少
に
正
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
定
額
小
作
制
に
接
ら
べ
て
'
地

主
が
小
作
人
に
対
し
て
干
渉
す
る
こ
.と
の
多
く
な
る
の
は
普
然
で
あ
る
｡

河
北
省
饗
城
糊
寺
北
米
村
の

1分

怠

小
作
人
は
'
｢
貴
下
は
李

(か
三
の
W
)
か
ら
盤
具
や
肥
料
を
倍
-
て
る
か
｣
と
の
間
に
対
し
.

｢
し
か
ら
す
｣
と
答

へ
､
｢
村
に
は
そ
の
様
,た
人
が
ゐ
る
だ
ら
う
｣
ILlの
問
に
封
し
て
は
､
｢
あ
る
が
'少
な
い
､
一
読
L
JJ
答

へ
'
｢
他

の
村
に
は
''JJ
,つ
十
二
■｣
の
問
に
対

し
JTJ
は
'

｢
曽

?,'

軍
門
に
近

-
の

村
に

あ
る

横

だ
｣
と
答

へ
F

｢
そ
の
坊
合
は
何
を
借
り
七

る

.
-
:
;.

.
∵
∴

.

‥
二

,
.･
･

),yriLt=乍

･
TT

-

S
.i,7
13,-;
托
増
票
ノ
.TJ
..

作

る

べ
き
作

物
の

簡

知
を
取
決
め
る
か

､

取

決
め
た
い
か
｣
L
｣
の
問
に
対
し

｢
取
決
め
な
い
'
何

物
の
襟
R
Jに
甜
し
て
も
小
作
人
に
干
渉
す
る
場
合
は
少
な
い
や
う
で
あ
る
O

山
東
省
歴
城
鵜
浄
水
浩
荘
の
分
有
小
作
制
に
関

し
て
は
､
軍
王
が
巣
具

･
馬
等
}竺
耳
丁
場
合
あ
-
'
卓

た
肥
料
を
も
供

給
す
る
場

合
が
あ
る
?
而
し
て

｢
地
主
が
肥
料
を
出
せ
ば
潜

を
千
分
す
る
が
'
そ
う
し
た

け
れ
ば
小
作
人
の

所
有

｣

と
な
る
慣
例
で

あ
る
｡
佃

は
同
村
で

｢
1
殻
に
小
作
の
場
合
.
響
王
は
肥
料
'
玉
東
-
､
耕
作
方
法
に
つ
き
小
作
人
に
指
圃

し
た
り
干
渉
し

た
-
す
る
こ
と
は

な
S
か
｣
と
の
質
問
に
封
し
て
は
二
一な
し
､

但
し
収
穫
に
顕
著
に
悪
影
響
あ
-
と
考

へ
ら
れ
る
と
き
は
別
で
あ
る
｣
と
答

へ
ら
れ

北
真
の
小
作
制
度

第
二
巻

六

三
五

鰐

三
雛

七
九

38) 前格,研城取寺 ヰヒ柴村,小作 (1耶 コ十六年白十一一月十六日至十二月五日)
二二頁0

39) 同番,有賀｡
40) 前路,歴城小作 (昭和十六年十-- ,Er)四九頁⊂.



北
支
の
小
作
制
度

第
二
審

六
三
六

撃

二
統

八
〇

て
ゐ
る
｡
本
村
の
分
釜
小
作
制
で
は
地
主
は
土
地
の
み
を
貸
す
場
合
と
.
役
畜

･
農
具
及
び
肥
料
の
一
部
を
も
供
給
す
る
場
合
と
が

.
あ
り
.
地
主
は
収
穫
に
悪
影
響
あ
-
と
考

へ
る
外
.
小
作
人
の
経
営
に
勤
し
干
渉
を
な
さ
な
い
場
合
が
多
い
D

山
東
省
潜
妃
牌
第

.:
協
和
年
弧
探
豪
鋤
の
分
爺
小
作
で
は
F
地
主
が
土
地
の
み
を
捉
供
し
て
､､H･1L産
物
を
作
付
の

経

線
に
地
主

･
小

作
人
閥
に
折
半
す
る
も
L3
が
み
い
が
'

肥
料
か
竜

王
･
小
作
人
柄
方
で
出
L
/Tt=
ひ
'

牧
接
せ
る
主
直
物
及
び
副
産
物
た
る
群
を
稚

'.#

河
甫

省
彰
徳
原
第

1.
同
罪
村

及
び
侯

七

度

店

の
分

宗
小
作
制
で
は
､
響
王
は
土
地
の
み
を
提
供
し
て
'
聴
従
の
挺
一位
に
王
産
物
の

年
畳
を
取
得
す
る
も
の
と
'
肥
料
を
地
主

･
小
作
人
が
牛
量
づ
1
根
供
し
て
'
収
穫
物
は
収
穫
の
鼓
苗
に
≒
置
物
及
び
副
産
物
を
均

分
す
る
も
の
と
の
二
つ
の
型
が
あ
る
｡
佃
ほ
本
村
で
は
革
魅
或
は
水
害
等
の
即
き
天
:,,(
丈
は
其
の
他
の
原
田
に
塞
き
作
物
の
減
収
を

来
し
'
小
作
人
の
食
糧
不
足
を
来
し
た
場
合
に
は
'
攻
の
収
穫
期
ま
で
食
繋
ぎ
に
宴
す
る
食
粒
や
現
金
等
の
融
通
を
地
主
に
仰
ぐ
こ

Ei.id

と
が
あ

る

｡

以
上
掲
げ
た
河
北

･
山
東

･
河
南
各
地
の
分
基
小
作
制
の
事
例
で
は
.
地
主
は
土
地
の
み
と
貸
付
す
る
場
合
が
あ
る
が
､
そ

の

外

に
農
具

･
役
畜

.
肥
料
等
の

一
部
を
も
供
給
す
る
場
合
も
あ
る
｡
ま
た
地
主
が
小
作
人
の
栽
樗
作
物
に
関
し
墓
も
干
渉
を
加
へ

な

い

場
合
と

多
少
の
干
渉
を
加
へ
る
場
合
と
が
あ
る
｡
地
主
に
し
て
自
作
を
無
ね
て
空

@
場
合
に
於
て
は
'
地
主
は
経
営
上
の
智
談
と
経

験
と
真

竹
し
'
ま
た
経
営
巻
本
を
も
有
し
て
ゐ
る
か
ら
'
此
の

櫨

の
竺

叫護

ど
小
作
人
に
経
営
資
本
の

一
部
を
供
給
し
.
且
つ
栽
培

作
物
の
程
雛
に
関
し
て
も
干
渉
を
加

へ
る
JJ
と
が
多
か
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
.

(
E
l)

分
速
小
作
制
に
放
け
あ
小
作
契
約
.
小
作
期
間
そ
の
他

含

年
小
作
契
約
の
締
結
に
際
し
て
は
､
ロ
1L･E
範
約
に
よ
る
か
詮

41) 前摘.廃城願冷水荘荘に於ける質問鯨管,小作 ･農州▲Eと軸取引(A第十妨)

42) 前抱,北童幾村概況調査報告(･-),三･七頁0
43) 前掲,北支鹿jlや概況調査親告,ちij徳抑第一匡宋村~i三体 ユ星店,-l=二頁｡
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I

昔
契
約
に
よ
る
か
'
ま
た
そ
の
小
作
期
間
は
如
何
に
な
っ
て
ゐ
る
か
'
更
に
そ
の
契
約
更
新
は
如
何
に
し
て
行
は
れ
る
か
に
つ
い
て

吟
味
し
ょ
う
｡

河
北
省
洞
毒
傑
沙
井
村
に
於
て
は

1
分
在
小
作
人
は

｢
契
約
書
は
立
て
た
か
｣
と
の
間
に
対
し
､
｢
立
て
な
い
.

至
且
に
知
っ
て

ゐ
る
か
ら
｣
と
答

へ
'
｢
勅
毎

書
を
立
て
な
い

代
-
に
'
約
束
が
出
来
た
し
る
L
に
骨
卓
し
た
-
し
た
か
｣
と
の
間
に
封
し
て
は
'

｢
何
も
し
な
い
｣
と
答

へ
'

｢
架
的
成
立
の
記
念
に
何
か
滑
つ
た
か
｣
と
の
問
に
封
し
て
は
'

｢
せ
ず
｣
と
答

へ
'
ま
た

｢
保
記
入
は

立
て
た
か
｣
と

の

糊
に
封
し
て
も

｢
た
し
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
O
同
相
の
他
の
l
小
作
人
は
移
視
の
原
に
は

｢
昔
も
牛
も
契
約
書
を
作

を
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
｣
と
答

へ
て
お
る
.
同
村
の
分
蘇
小
作
地
の
l
地
主
は

｢
移
霞
の
期
限
は
は
っ
き
り
淀
め

た
か

l
と
の
問

-
諾
し

ても
い

1
.と
周
じ

つ

た

｣

と
苔

へ

て
ゐ

る
-

同

村

の

他

の
l
(刀宗

小
作
人

は
F

｢右
以

外

に

期
限
の
話
は
出
な

か
つ
た

か
｣

と

の

問
に
封
し
､
｢

別
に
出

な
か
っ
た
.

空

且
弘
の

紺
係
が
よ
い
問
績
く
も
の
だ
｣
と
答

へ
て
居
り
'
｢
そ
う
す
る
と
期
限
が
釆
て
も
翌
年

の
瀞
値
の
こ
と
に
つ
き
特
に
績
み
に
行
-
と
謂
ふ
こ
と
は
な
い
か
｣
と
の
問
に
封
し
て
は

｢
な
し
｣
と
答

へ
て
ゐ
る
｡
佃
性
分
益
小

娼

作
地
の
極
安
に
閲
し
て
は
'

｢
地
主
は
瀞
筒
袖
に
就
て
は
牧
概
の
分
前
かk,得
る
か
ら
.

別
の
人
が
耕
し
出
す
と
困
る

｣

と
答

へ
て
ゐ

る
O以

上
の
質
問
腰
答
よ
り
し
て
､
順
謡
焔
沙
井
村
の

分
益
小
作

榊

では
b

l
殻
に
口
頭
契
約
に
よ
り
'
契
約
詔
書
を
作
ら
す
'
小
作

期
間
は
不
定
期
に
し
て
'
地
主

･
小
作
人
の

紺
係
が

囲
満
で
あ
る

限り'
毎

年

殊更
に

契

約
更
新

の
意

志
表
示

を
な
さ
な
-

ても
'

北
支
山
小
作
制
度

第二
着

六

三
七

第
三
既

八

1

44) 前視 ,順兼願沙井村 に於ける那 耶巨･;管,小作 (A第二披)一五七頁0
45) 回斉,三九六瓦｡ 46) rL=r]-Elf,二〇大貫｡ 47) 同書,二三九頁0
48) 同書,四一一八東っ



北
支
の
小
作
制
度

罪
二
巷

六
三
八

第

三
就

八
二

契
約
が
帽
掠
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
借
性
分
益
小
作
地
に
於
で
は
小
作
人
の
人

柄
'

そ

の
勤
惰
の
程
度

如
何
に
よ
っ
て
'
収
睡

●

荷
作
朝
､裾
を
葬
L

U
レ
て
.判
,｢コ
に
耳
猫
づ
SICT
仰
弊
衣
に
ヰ
貫
等
を
Fq
ほ
う
カ
tit

劫
､Hl
は

環
.宕

丁
爪
判
G
.朝
食

は
許
rU
な
い
も

の
と
認
め
ら
れ
る
｡

作
タ.那
)
に

訳
て
ほ

期
間

b
l支
社
･fqた

い

(

%
:.Lil
は
抄
腎
に
克
.iBtカ
た

け

か
は
軸
,Hl
は
何
時

で
も
白
鍵
に
土
光

jiJ
井
L
上げ
る

JJ

と

か

出
葬
る
か
JJ
い
ふ
に
､
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
小
作
料
を

｢
滞
納
し
た
ら
取
上
げ
ら
れ
る
｣
と
さ
れ
て
ゐ
る
C
そ
の
障
r畑
に
作
物
が
あ

っ
た
場
ム
ロ
に
は
ど
う
か
と
い
ぶ
に
'
｢
穀
物
を
牧
捺
し
た
後
で
な
け
れ
ば
取
上
げ
る
事
は
出
爽
な
い
｣
と
答

へ
ら
れ
て
居
-
'
ま
た

｢
収
桁
の
秋
が
過
ぎ
た
後
で
小
作
人
が
畑
に
肥
料
を
劫
L
Lr
rゐ
た
場
合
は
ど
う
た
る
か
｣
と
の
質
問
に
粥
し
て
は
'
｢
拙
,不
.は
取
上
げ

る
事
は
出
奔
な
い
O
併
し
地
主
が
他

の者
に
そ
の
土
地
里
巽
る
場
合
は
小
作
人
は
仕
方
が
た
い
｣
と
筈

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
即
ち
同
村

の
分
蒜
小
作
も
ロ
頭
契
約
で
あ
り
'
期
限
の
定
め
の
な
い
不
定
期
小
作
で
あ
る
.
小
作
人
が
小
作
料
㌢
幣
的
し
た
い
眼
-
､
稚
､Lh
は

T
舵
に
小
作
地
を
取
展
さ
す
'
引
緯
き
小
作
を
槻
綬
せ
し
め
.る
も
の
で
あ
る
O
小
作
料
滞
納
の
際
'
地
,.F.h
が
小
作
地
を
取
尻

す
銭
合

に
は
.
収
椎
の
筏
に
之
を
な
す
の
が
普
通
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
O

山
東
省
藤
城
願
浄
水
蕪
鑑
に
於
け
る
分

宗
小
作
に
於
て
も
.

1
般
に
口
頭
契
約
で
あ
fdn.
同
智
袈
監

護

l
慣
和
平
郷
顕
家
朗
に

於
て
も
'
分

爺
小
作
の
場
合
は
主
と
し
て
口
頭
契
約
で
あ
-
'
そ
の
小
作
期
間
に
関
し
て
は
本
村
の
茸
迫
畑
に
於
け
る
耕
硬
式
が
二

JJ

年
三
作
な
る
関
係
上
'
最
短
二
年
を
限
度
と
す
る
も
の
が
多
い
.
同
省
泰
宕
粁
第

一
低
下
野
間
抑
滞
蕪
村
に
や
け
hハ二
分

第
7
作
脚
で

は
､
]研
年
度
に
於
て
草
に
口
頭
む
以
て
毅
的
む
な
し
'
そ
の
接
'
襲
方
に
異
存
な
き

こ
き
は
.
そ
の
群
.敬
)約
は
暇
暁
さ

れ

る
も
の
で

前掲,較妨野寺北柴村,小作 (昭利十六年白十一月十六巳三fr~-:二月五El)
二二茄頁,五訂頁｡
同書 四一TTg,
前視,廃城筋冷水洗荘に於ける質問階答,小作 ･炭村会尉ユTi}jJT,二八デモ｡
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粒

あ
る

o

同
省
瀧
凝
第

丁
寧
向
家
穣

打
に
於
け
る
分
益
小
作
制
に
於
で
も
.
口
頭
契
約
で
あ
-
保
護
人
を
も

必要
L′こ

な
い
｡
小
作
期

間
の
定
め
の
な
い
不
定
期
小
作
で
あ
る
｡
従
っ
て
昨
年
契
約
さ
れ
た
ば
か
-
の
も
の
か
ら
'
百
年
の
昔
に
契
約
さ
れ
た
も
の
に
至
る

ま
で
存
在
し
.
そ
の
間
'
硬
々
雑
多
で
あ
る
が
'
併
し
小
作
期
間
が
た
と
へ
長
期
些
且
つ
て
も
'
之
に
･li
つ
て
永
小
作
棺
や
耕
作
権

G

が
喪
生
す
る
こ
と
は
な
い
｡

河
南
省
彰
徳
解
第

一
置
宋
村
及
び
環
七
男
店
の
分
釜
小
作
制
は
口
頭
契
約
を
以
て
行
は
れ
'
そ
の
期
限
は
≒

四
年
と
定
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
.

1
殻
に

f
l,三
･
小
作
人
嬰
方
間
に
具

有
.の
な
い
限
り
.
小
作
関
係
は
柁
讃
さ
れ
る
C
併
し
小
作
人
に
不
在
な
瓢

II

が
あ
れ
ば
'
地
主

は
彊
韓
埠
杓

を
1(は

し
得

る
も
D
で
あ

る
｡

以
上
ttに
1Jbrて
河

=Tj
･IT
L田

∵

河
璃

ル¶
乃
各
軸
に
拭
け
る
分
器
小
作
粁
乃
小
作
契
綻

孜
び
小
作

斯¥
講
に
つ
い
て
樹
拙
し
た
が
..

.1

郁
代

LiiE=t撃
軒
托
し
て

.<
り¶
到
り
削佃b

t
J

uLl
衣
.tj
iパ
レ
オ
と
山

井
.<

〃¶･fi
孝

V
y
讃

六二
三
rur
b

l劫iYuL無
期
t..T
〃¶
識
別岬
を
irih
.り仁
も

の
に
あ
つ
て
も
'
小
作
人
に
不
都
合
の

行
葛
の

な
い
限
-
'
憎

績
小

作
さ
れ
る

場
合
が
多
い
o

併
し
小

作
期

間
中
と
雄

も
.
地
主

･

小
作
人
の
都
合
で
分
益
小
作
を
金
納
小
作
に
'
ま
た

金
納
小
作
を
分
基
小
作
に
撃
更
す
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
は
耽
述
の
如
-

で
あ

る
U
小
作
人
に
於
て
小
作
料
の
滞
納
の
如
き
不
都
合
の
行
薦
あ
-
た
る
と
き
は
､
牧
穫
筏
に
於
て
解
約
の
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
仮
令
'
引
碩
き
長
期
に
亘
っ
て
小
作
さ
れ
る
に
し
て
も
'
之
に
よ
っ
て
耕
作
樺
の
襲
生
せ
ざ
る
不
安
定
の
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
分
益
小
作
制
に
於
て
は
'
作
柄
の
豊
凶
に
麿
に
て
納
入
す
べ
き
小
作
料
額
も
増
減
す
る
か
ら
'
凶
作
時
に
於
て
も
特
に
小
作

料
の
減
免
さ
れ
る
慣
行
は
之
を
見
な
い
｡
こ
の
鮎
に
閑
し
.
河
北
省
順
義
願
抄
井
村
で
は

｢
移
種
の
場
合
に
収
穫
が
意
か
つ
た
ら
'

地
主
は
作
物
を
皆
小
作
人
に
輿

へ
る
如
き
こ
と
は
な
い
か
｣
と
の
間
に
封
し
｢
な
し
｣
と
答

へ
ら
れ
､
ま
た
｢
で
は
地
主
の
収
得
す
べ

北
支
の
小
作
制
度

第
二
審

六三
九

第
三
釈

八
三

52) 前手臥 北安倍村オ鶴呪調督葦程肯LJ】..-｡三C項 .,
53) 前描,北重恩利潤 祝詞菅布告(二 ,-.C.ゴtrEl(,
54) 節硯,北支農村概況調査報膏(三 ､-, -.m 八 1軋,
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